
九

専
攻
学
科
目　

代
謝
学

生　

年　

月　

昭
和
二
三
年　

七
月

略　
　
　

歴　

昭
和
四
九
年　

三
月 

神
戸
大
学
医
学
部
医
学
科
卒
業

同　

五
七
年　

三
月 
医
学
博
士

同　

五
七
年　

七
月 
米
国
ミ
シ
ガ
ン
大
学
医
学
部
ポ
ス
ト
ド
ク
ト
ラ
ル
ス
カ
ラ
ー

同　

六
〇
年　

七
月 
米
国
シ
カ
ゴ
大
学
生
物
学
部
リ
サ
ー
チ
ア
ソ
シ
エ
イ
ト

同　

六
三
年
一
〇
月 

米
国
シ
カ
ゴ
大
学
医
学
部
ア
シ
ス
タ
ン
ト
プ
ロ
フ
ェ
ッ
サ
ー

平
成　

三
年　

四
月 

米
国
シ
カ
ゴ
大
学
医
学
部
ア
ソ
シ
エ
イ
ト
プ
ロ
フ
ェ
ッ
サ
ー

同　
　

三
年　

九
月 

千
葉
大
学
医
学
部
教
授

同　

一
〇
年　

四
月 

千
葉
大
学
大
学
院
医
学
研
究
院
教
授
（
平
成
一
五
年
三
月
ま
で
）

同　

一
四
年　

七
月 

京
都
大
学
大
学
院
医
学
研
究
科
客
員
教
授
（
併
任
、
平
成
一
九
年
七
月
ま
で
）

同　

一
五
年　

四
月 

神
戸
大
学
大
学
院
医
学
系
研
究
科
教
授

同　

二
五
年　

四
月 

神
戸
大
学
名
誉
教
授

同　

二
五
年　

四
月 

神
戸
大
学
大
学
院
医
学
研
究
科
特
命
教
授
（
現
在
に
至
る
）

日
本
学
士
院
賞　

受
賞
者　
　

清せ
い　

野の　
　
　

進す
す
む　
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医
学
博
士
清
野　

進
氏
の
「
イ
ン
ス
リ
ン
分
泌

を
制
御
す
る
シ
グ
ナ
ル
伝
達
の
分
子
機
構
に
関

す
る
研
究
」
に
対
す
る
授
賞
審
査
要
旨

　

膵
臓
の
β
細
胞
か
ら
分
泌
さ
れ
る
イ
ン
ス
リ
ン
は
血
糖
調
節
の
根
幹
と
な
る

ホ
ル
モ
ン
で
あ
り
、
イ
ン
ス
リ
ン
分
泌
の
制
御
不
全
は
糖
尿
病
や
低
血
糖
症
の

原
因
と
な
る
。
イ
ン
ス
リ
ン
分
泌
機
構
の
解
明
は
生
理
学
的
に
は
糖
代
謝
の
調

節
機
構
の
解
明
に
、
臨
床
医
学
的
に
は
糖
尿
病
や
低
血
糖
症
の
原
因
や
病
態
の

解
明
と
最
適
な
治
療
法
を
確
立
す
る
た
め
に
本
質
的
な
研
究
課
題
で
あ
る
。 

一
九
二
一
年
の
バ
ン
テ
ィ
ン
グ
と
ベ
ス
ト
に
よ
る
イ
ン
ス
リ
ン
の
発
見
は
そ
れ

ま
で
不
治
で
あ
っ
た
糖
尿
病
患
者
の
命
を
救
っ
た
。
し
か
し
、
イ
ン
ス
リ
ン
分

泌
の
分
子
機
構
は
一
九
九
〇
年
代
に
至
る
ま
で
不
明
で
あ
っ
た
。
清
野　

進
氏

は
イ
ン
ス
リ
ン
分
泌
の
最
も
根
本
と
な
る
グ
ル
コ
ー
ス
とcA

M
P

に
よ
る
分

泌
の
基
本
分
子
機
構
を
解
明
し
た
。
同
氏
の
研
究
成
果
は
生
理
学
、
内
分
泌
学
、

代
謝
学
へ
の
貢
献
の
み
な
ら
ず
、
臨
床
医
学
に
も
活
か
さ
れ
、
そ
の
意
義
は
極

め
て
大
き
い
。
以
下
に
主
な
業
績
を
要
約
す
る
。

１
．�

グ
ル
コ
ー
ス
に
よ
る
イ
ン
ス
リ
ン
分
泌
の
分
子
機
構
の
解
明
：K

ATP

チ
ャ

ネ
ル
の
同
定
に
よ
る
代
謝
仮
説
の
実
証

　

イ
ン
ス
リ
ン
分
泌
の
最
も
基
本
と
な
る
グ
ル
コ
ー
ス
に
よ
る
分
泌
に
つ
い
て

は
一
九
六
〇
年
代
よ
り
β
細
胞
の
グ
ル
コ
ー
ス
代
謝
が
重
要
で
あ
る
と
す
る

「
代
謝
仮
説
」
と
グ
ル
コ
ー
ス
の
レ
セ
プ
タ
ー
を
介
す
る
シ
グ
ナ
ル
が
重
要
で

あ
る
と
す
る
「
グ
ル
コ
レ
セ
プ
タ
ー
仮
説
」
の
間
で
論
争
さ
れ
て
い
た
。
一
九

九
五
年
、
清
野
氏
は
グ
ル
コ
ー
ス
代
謝
と
カ
ル
シ
ウ
ム
流
入
を
結
び
つ
け
る

ATP

感
受
性
カ
リ
ウ
ム
チ
ャ
ネ
ル
（K

ATP

チ
ャ
ネ
ル
）
を
分
子
と
し
て
解
明
す

る
こ
と
に
よ
り
代
謝
仮
説
を
実
証
し
た
。K

ATP

チ
ャ
ネ
ル
は
内
向
き
整
流
性
カ

リ
ウ
ム
チ
ャ
ネ
ルK

ir6.2

と
糖
尿
病
治
療
薬
ス
ル
ホ
ニ
ル
尿
素
（
Ｓ
Ｕ
）
薬
の

受
容
体
（SU

R
1

）
の
二
つ
の
サ
ブ
ユ
ニ
ッ
ト
か
ら
構
成
さ
れ
る
こ
と
を
明
ら

か
に
し
、
チ
ャ
ネ
ル
が
受
容
体
と
複
合
体
を
形
成
し
て
機
能
す
る
と
い
う
全
く

新
し
い
概
念
を
提
示
し
た
。K

ir6.2

欠
損
マ
ウ
ス
の
解
析
か
ら
、
グ
ル
コ
ー
ス

に
よ
る
イ
ン
ス
リ
ン
分
泌
は
「
グ
ル
コ
ー
ス
代
謝
で
産
生
さ
れ
たATP

が

K
ATP

チ
ャ
ネ
ル
を
閉
鎖
し
、
β
細
胞
が
脱
分
極
し
て
電
位
依
存
性
カ
ル
シ
ウ
ム

チ
ャ
ネ
ル
が
開
口
す
る
結
果
、
カ
ル
シ
ウ
ム
が
細
胞
内
に
流
入
し
て
イ
ン
ス
リ

ン
顆
粒
の
開
口
放
出
が
惹
起
さ
れ
る
」
と
い
う
シ
グ
ナ
ル
伝
達
が
基
本
で
あ
る

こ
と
を
証
明
し
、
以
後
こ
れ
が
通
説
と
な
っ
た
。
一
方
、
Ｓ
Ｕ
薬
は
グ
ル
コ
ー

ス
代
謝
に
依
存
せ
ず
、
直
接K

ATP

チ
ャ
ネ
ル
を
閉
鎖
し
て
イ
ン
ス
リ
ン
分
泌

を
惹
起
す
る
こ
と
も
明
ら
か
に
し
た
。
こ
れ
ら
の
成
果
はK

ir6.2

やSU
R

1

の
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遺
伝
子
異
常
に
よ
る
新
生
児
低
血
糖
症
や
新
生
児
糖
尿
病
の
発
見
、
さ
ら
に
、

そ
れ
ま
で
イ
ン
ス
リ
ン
に
よ
っ
て
の
み
治
療
さ
れ
て
い
た
新
生
児
糖
尿
病
患
者

に
対
し
て
Ｓ
Ｕ
薬
が
有
効
で
あ
る
と
の
発
見
に
つ
な
が
り
、
臨
床
的
に
も
大
き

な
貢
献
と
な
っ
た
。
ま
た
、
清
野
氏
はK

ir6.2

とSU
R

1

そ
れ
ぞ
れ
の
イ
ソ

フ
ォ
ー
ムK

ir6.1
とSU

R
2

を
同
定
し
、K

ATP

チ
ャ
ネ
ル
に
は
サ
ブ
ユ
ニ
ッ
ト

構
成
が
異
な
る
分
子
多
様
性
や
機
能
多
様
性
が
存
在
す
る
こ
と
を
示
し
、
加
え

て
、K

ir6.2

欠
損
マ
ウ
ス
やK

ir6.1

欠
損
マ
ウ
ス
の
解
析
か
ら
、K

ATP

チ
ャ
ネ

ル
は
代
謝
セ
ン
サ
ー
と
し
て
ホ
ル
モ
ン
分
泌
、
神
経
・
筋
肉
の
興
奮
性
、
細
胞

保
護
な
ど
様
々
な
細
胞
機
能
を
調
節
す
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。K

ATP

チ
ャ

ネ
ル
の
解
明
は
糖
尿
病
の
み
な
ら
ず
イ
オ
ン
チ
ャ
ネ
ル
の
研
究
の
ブ
レ
イ
ク
ス

ル
ー
に
も
な
っ
た
。

２
．�cAM

P

に
よ
る
イ
ン
ス
リ
ン
分
泌
の
分
子
機
構
の
解
明
：Epac2

を
介
す

る
経
路
の
発
見

　

清
野
氏
はSU

R
1

と
結
合
す
るcA

M
P

依
存
性
の
グ
ア
ニ
ン
ヌ
ク
レ
オ
チ
ド

交
換
因
子cA

M
P-G

EFII （Epac2

と
も
呼
ば
れ
る
）
を
同
定
し
た
。Epac2
に

cA
M

P

が
結
合
す
る
とR

ap1

が
活
性
化
さ
れ
る
。cA

M
P

が
プ
ロ
テ
イ
ン
キ

ナ
ー
ゼA

（PK
A

）
の
活
性
化
を
介
さ
ずEpac2

を
直
接
標
的
と
し
、
開
口
放

出
に
関
与
す
るR

im
2

と
結
合
し
て
イ
ン
ス
リ
ン
分
泌
を
増
強
す
る
こ
と
を
明

ら
か
に
し
た
。
イ
ン
ス
リ
ン
分
泌
に
お
け
るEpac2

経
路
の
発
見
は
、cA

M
P

はPK
A

を
介
す
る
機
序
に
よ
り
イ
ン
ス
リ
ン
分
泌
を
増
強
す
る
と
の
従
来
の

説
を
変
え
た
画
期
的
な
成
果
で
あ
る
。
同
氏
の
研
究
を
端
緒
と
し
て
、
種
々
の

細
胞
に
お
い
てcA

M
P

はEpac

を
介
し
た
機
序
に
よ
り
様
々
な
生
理
反
応
を

調
節
す
る
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
。
一
方
、G

LP-1

やG
IP

は
血
糖
依
存
性

に
イ
ン
ス
リ
ン
分
泌
を
増
強
し
、
食
後
の
血
糖
上
昇
を
抑
制
す
る
重
要
な
腸
管

ホ
ル
モ
ン
（
イ
ン
ク
レ
チ
ン
）
で
あ
る
。
近
年
、
イ
ン
ク
レ
チ
ン
作
用
を
利
用

し
た
イ
ン
ク
レ
チ
ン
関
連
薬
が
開
発
さ
れ
、
糖
尿
病
治
療
に
広
く
使
用
さ
れ
て

い
る
。
清
野
氏
は
生
理
的
な
グ
ル
コ
ー
ス
濃
度
変
化
に
よ
る
イ
ン
ス
リ
ン
分
泌

に
は
イ
ン
ク
レ
チ
ン
が
不
可
欠
で
あ
る
こ
と
、
イ
ン
ク
レ
チ
ン
に
よ
る
イ
ン
ス

リ
ン
分
泌
増
強
作
用
に
はEpac2/R

ap1

シ
グ
ナ
ル
な
ら
び
にEpac2

とR
im

2

の
相
互
作
用
が
必
要
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
こ
れ
ら
の
成
果
は
イ
ン

ク
レ
チ
ン
や
イ
ン
ク
レ
チ
ン
関
連
薬
に
よ
る
イ
ン
ス
リ
ン
分
泌
の
作
用
機
構
の

解
明
に
貢
献
し
て
い
る
。

３
．�

Ｓ
Ｕ
薬
に
よ
る
新
た
な
イ
ン
ス
リ
ン
分
泌
の
分
子
機
構
の
解
明
：
そ
の
多

彩
な
作
用
の
発
見

　

清
野
氏
は
蛍
光
共
鳴
エ
ネ
ル
ギ
ー
転
移
（fluorescence resonance energy 

transfer; FR
ET

）
を
利
用
し
て
構
築
し
たEpac2

セ
ン
サ
ー
を
用
い
て
、
Ｓ
Ｕ

薬
がEpac2

を
活
性
化
す
る
こ
と
を
発
見
し
た
。
ま
た
、Epac2

欠
損
マ
ウ
ス

の
膵
島
で
は
Ｓ
Ｕ
薬
に
よ
る
イ
ン
ス
リ
ン
分
泌
作
用
が
減
弱
す
る
こ
と
を
明
ら

か
に
し
た
。
さ
ら
に
、Epac2

に
お
け
る
Ｓ
Ｕ
結
合
部
位
の
同
定
と
そ
の
結
合

特
性
の
解
析
に
よ
り
、
Ｓ
Ｕ
薬
とcA

M
P

は
協
調
し
てEpac2/R

ap1

シ
グ
ナ
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ル
を
活
性
化
し
て
イ
ン
ス
リ
ン
分
泌
を
増
強
す
る
こ
と
を
解
明
し
た
。
こ
れ
ら

の
研
究
に
よ
り
、
Ｓ
Ｕ
薬
はK

ATP

チ
ャ
ネ
ル
の
閉
鎖
に
加
え
てEpac2

を
介
す

る
機
序
も
重
要
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
こ
れ
に
よ
り
Ｓ
Ｕ
薬
に
よ

る
イ
ン
ス
リ
ン
分
泌
作
用
が
新
し
い
視
点
か
ら
見
直
さ
れ
、
し
か
も
実
臨
床
に

お
け
る
Ｓ
Ｕ
薬
の
選
択
基
準
の
科
学
的
根
拠
を
提
示
し
た
点
で
意
義
が
あ
る
。

こ
の
成
果
はEpac2

を
標
的
と
し
た
新
規
糖
尿
病
治
療
薬
の
開
発
に
つ
な
が
る

こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

４
．�

β
細
胞
の
グ
ル
タ
ミ
ン
酸
：
グ
ル
コ
ー
ス
代
謝
とcAM
P

作
用
を
結
ぶ

新
た
な
シ
グ
ナ
ル
伝
達
分
子

　

清
野
氏
は
メ
タ
ボ
ロ
ー
ム
解
析
に
よ
り
、
β
細
胞
の
グ
ル
タ
ミ
ン
酸
が
グ
ル

コ
ー
ス
代
謝
とcA

M
P

作
用
を
結
び
つ
け
る
シ
グ
ナ
ル
と
し
て
機
能
し
て
イ

ン
ス
リ
ン
開
口
分
泌
を
増
強
す
る
と
い
う
新
し
い
分
泌
シ
ス
テ
ム
を
発
見
し

た
。
こ
の
シ
ス
テ
ム
で
は
二
つ
の
機
構
、
即
ち
、（
1
） 
グ
ル
コ
ー
ス
刺
激
に

よ
り
β
細
胞
の
解
糖
系
に
共
役
す
る
リ
ン
ゴ
酸－

ア
ス
パ
ラ
ギ
ン
酸
シ
ャ
ト
ル

を
介
し
て
細
胞
質
で
グ
ル
タ
ミ
ン
酸
が
産
生
さ
れ
る
こ
と
、（
2
）
産
生
さ
れ

た
グ
ル
タ
ミ
ン
酸
がcA

M
P

シ
グ
ナ
ル
に
よ
り
小
胞
型
グ
ル
タ
ミ
ン
酸
ト
ラ

ン
ス
ポ
ー
タ
ー
を
介
し
て
イ
ン
ス
リ
ン
顆
粒
に
取
り
こ
ま
れ
る
こ
と
が
重
要
で

あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
ま
た
、
糖
尿
病
や
肥
満
モ
デ
ル
ラ
ッ
ト
を
用
い

て
、
β
細
胞
グ
ル
タ
ミ
ン
酸
の
産
生
障
害
と
イ
ン
ク
レ
チ
ン
に
対
す
る
イ
ン
ス

リ
ン
分
泌
応
答
の
障
害
が
密
接
に
関
係
し
て
い
る
こ
と
を
見
い
出
し
た
。
こ
れ

ら
の
知
見
は
ヒ
ト
の
糖
尿
病
や
肥
満
に
見
ら
れ
る
内
因
性
イ
ン
ク
レ
チ
ン
に
対

す
る
イ
ン
ス
リ
ン
分
泌
応
答
障
害
や
イ
ン
ク
レ
チ
ン
関
連
薬
に
対
す
る
反
応
不

良
患
者
（
ノ
ン
レ
ス
ポ
ン
ダ
ー
）
の
原
因
解
明
に
手
が
か
り
を
与
え
、
臨
床
的

示
唆
に
富
む
成
果
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
清
野
氏
は
イ
ン
ス
リ
ン
や
糖
尿
病
の
研
究
の
発
展
に
大
き
く
貢

献
す
る
に
留
ま
ら
ず
、
同
氏
の
研
究
成
果
は
領
域
を
超
え
て
大
き
な
波
及
効
果

を
も
た
ら
し
て
い
る
。
そ
の
業
績
、
貢
献
は
国
内
外
の
数
々
の
栄
誉
に
よ
っ
て

評
価
さ
れ
て
い
る
。

主
要
な
著
書
・
論
文
の
目
録

著
書
（
英
文
著
書
一
三
編
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り
抜
粋
）

 1. 
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M
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m
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W

iley, U
K
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use JB

, B
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m
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C
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